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大 会 発 表 要 旨1998.10.23-24 『デザイン理論』40/2001

「ち」 の意 匠論
一 「見 え」.の景 域 とシークエ ンシャル ・アクテ ィ ビティーに関 して 一

大森正夫/京 都嵯峨芸術大学短期大学部

みち,ま ち,と ち。「ち」 に関わる意匠に

ついて考えてみたい。

道の意の 「ち」に接頭語 「み」がついて出

来た語が 「みち」である。「みち」 の 「み」

は神聖な ものにつけて用いる語であり,「ち」

は,「ちまた」「いつち」など道や方向をいう

古語であるとともに,人 の通行するところの

意が転 じて人の履践する方法や道理の意 とも

なる。 しか し,「ち」には,自 然物が もっ霊

的な力の意(霊)が あり,古 代より「をうち」

「か ぐっち」のように,そ の力を もっ ものの

下に付けて用いた語 としても定義づけられて

いる。すなわち,「みち」 は霊妙 なるものの

行き通 うところとしての力動的(ダ イナミッ

ク)な 場所であり,類 同の意において 「道」

や 「路」の字が当て られているのである。 さ

らに,「ち」は不定多数である千萬(よ ろず)

を意とする語で もあり,区 画をもっ地割りか

ら派生 した 「まち(町 街)」 が千万の 「ち」

から成 るという意味において 「みち」 と深 く

関係することも推察できる。、いずれに しろ,

「みち」には,汎 神論的世界観 を背景にす る

国語 としての 「ち」の意味が内在すると考え

られる。

この 「ち」義 に関 しては,土 地の固有性に

対する観点の相違はあるものの,場 所の定位

に方向性の概念を拳いている古代 ローマの概

念 「geniusloci.:(土地霊!」、}F類似する部分

も多 く・、・単 に物理的通鴛路の意に留まらない

神聖な世界観を包含する重要な語である 「道」

として位置づけられていることは周知のこと

である。また,我 々は対象化作用によって環

境と主体との関係性を認識(定 位化)し よう

としながらも,内 的世界観の表出としての生

活環境に自己同一性を知覚(同 一化)す ると

きにこそ,認 識的にもまた情緒的にも或る種

の安定感を得るものである。

そこで,生 活環境としての 「みち(道 ・路 ・

途 ・径)」 に上述のような解釈での世界観が

どれほど形象化されているのかを考察するこ

ととする。具体的な対象としては,「 みち」

の本義性を強 く内在 し,領 域的なバッファー

ゾーンとして都市環境と人とのインターフェー

ス的役割を担う 「参道」空間を取 り上げるこ

ととする。

1.銀 閣寺参道の 「景素」とその分類

参道空間の事例 として京都市の銀閣寺(東

山慈照寺)へ の 「道」を取 り上げる。銀閣寺

参道は,京 都市中からも如意ケ岳の大文字を

道標にオ リエンテーションできる道程である。

ここでの対象領域は,白 川通 りの銀閣寺道交

差点から慈照寺方丈の玄関までとした。

参道空間に関する本研究において特に注目

しているのは,そ の 「場」特有の空間と人と

の関わり方である。静止 して凝視する場面よ

りは継続的に眺める行為が主となる道空間の

分析においては,配 置構成やスタティックな

景観の分析だけではなく,流 動的な動線や視

線移動などのアクティビティーの因子を与件

として検証する必要があると考える。そこで,

シークエンシャルなシミュレーションのため

の有効な方法としてCGに よる視野域画像を

作成することとした。

視野域を再構成するためには,シ ーンを構

成する景観要素(=景 素)の 抽出と選別が必

74



賠驫驫
瞹融幽
1/膕 駈

縛 …驫 顱
図1参 道 配置図 図2代 表 的なシー クエ ンスCG

図3境 内参道の生垣部分展開図

要となった。画像情報が雑多な視野域を分析

した結果,こ こでの 「景」 は3景 群(地 面,

建物,造 作)5景 類(地 景,物 景,緑 景,水

景,装 景)10景 素系(山 地,平 地,建 物,境

界,樹 木,植 栽,池,川,石 砂,標 識)か ら

構成されていることが明らかになった。さら

にそこか ら細分化 した21の 「景素」を3次 元

のモデ リングとして視野域に配置 した。

2.「 景素」による参道の特性

歩行者 が実際 に歩 きなが ら視 る シー ン

(「見え」の景域)の 特性を理解するために,

視線のデーターを入力 した上でシークェンシャ

ルな視野域を再構築 した結果,参 道領域を視

軸の変化(屈 折)か らは5ケ 所に,「 景類」

の構成分布か らは4ケ 所に区分することがで

きた。 また,「景素」によるCG画 像は実写

と異なり,歩 行視野での動画像シミュレーショ

1識鑛蕪1鬱

簾1難慧欝1
巍 撫 灘織.
望騰驪 繁継!
2ケ 所の矩折 りを持っ生垣に挟まれた単調

な参道のようであるが,ア イス トップとして

正醸 の魅 や右手生垣のスリ・トが嬲 な

変搬 講
(中門一玄関)

建物と塀に囲まれながらも山並みが借景と

なる開放的な小空間であるが,視 軸中央にあ

る華頭窓越 しに庭が見通せるなど,効 果的に

唐門の玄関が配されている。

3.後 記

視野域の画像情報に基づくCGシ ミュレー

ションは,景 観を構成する要素のみによって

再構築 しているため,そ の環境の特性を客観

的に観察することができる。また,シ ークエ

ンスの再現によって視軸の変位,お よびラン

ドマーク的要素の置換などを数量的に検出す

ることが可能となり,都 市から身体感覚 まで

の操作性を考察できるようになった。本稿で

は,「景素」の分布特性か ら区分で きた領域

について考察 したが,今 後は動線や視線 など

の 「人」側からの要因のみならず,空 間を構

成する景素自体のアクティビティーについて

も整理 した上で,参 道の 「道程」か ら環境表

現の在り方を総合的に探 っていきたい。
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